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理
事
長
・
東
方
学
院
長

前
田

專
學

二
〇
〇
八
年
は
四
名
も
の
日
本
人
科
学
者
が

ノ
ー
ベ
ル
賞
に
輝
き
、
日
本
中
が
喜
び
に
湧
き

ま
し
た
。
ノ
ー
ベ
ル
賞
に
値
す
る
よ
う
な
革
新

的
な
研
究
は
、
多
く
の
場
合
、
研
究
者
が
三
十

代
に
切
っ
掛
け
を
掴
み
、
や
が
て
四
十
代
に
完

成
す
る
と
い
う
傾
向
が
強
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
は
二
十
代
後
半
か
ら
四
十
代
ま

で
の
充
実
し
た
研
究
生
活
が
い
か
に
研
究
者
に

と
っ
て
重
要
で
あ
る
か
を
端
的
に
物
語
っ
て
い
ま
す
。

通
常
、
人
文
系
研
究
者
の
場
合
、
二
十
四
、
五
歳
で
修
士
と
な
り
ま
す
。
し

か
し
二
十
七
、
八
歳
で
博
士
と
な
る
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
研
究
の

傍
ら
、
ア
ル
バ
イ
ト
―
よ
く
て
大
学
な
ど
の
非
常
勤
講
師
の
職
を
幾
つ
も
掛
け

持
ち
し
て
、
生
活
の
資
を
得
る
必
要
が
あ
り
、
結
婚
す
れ
ば
ま
す
ま
す
研
究
の

時
間
が
制
約
さ
れ
ま
す
。
他
方
、
研
究
に
専
念
し
て
研
究
論
文
を
発
表
し
、
実

績
を
積
ま
な
け
れ
ば
、
研
究
職
や
教
授
職
に
つ
く
こ
と
は
不
可
能
な
の
で
、
若

手
研
究
者
に
は
先
の
見
え
な
い
焦
燥
感
と
絶
望
感
に
苛
ま
さ
れ
る
長
い
苦
悩
の

日
々
が
続
き
ま
す
。
運
良
く
博
士
号
を
得
て
も
、
四
十
歳
前
に
専
任
の
ポ
ス
ト

を
得
る
こ
と
は
ま
ず
不
可
能
で
あ
り
、
五
十
歳
に
な
っ
て
も
、
専
任
の
ポ
ス
ト

が
得
ら
れ
る
保
障
は
何
処
に
も
な
い
の
が
現
状
で
す
。

自
然
科
学
の
場
合
は
、
お
そ
ら
く
人
文
科
学
の
場
合
よ
り
も
条
件
は
よ
い
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
ポ
ス
ド
ク
（
博
士
研
究
員
）
の
問
題
は
深
刻
で

す
。
と
く
に
女
性
ポ
ス
ド
ク
の
場
合
に
は
さ
ら
に
切
実
で
す
。
し
か
も
人
文
科

学
の
場
合
、
科
学
技
術
偏
重
の
煽
り
を
受
け
て
、
年
々
ポ
ス
ト
の
数
が
減
る
傾

向
に
あ
る
の
で
す
。
わ
が
国
の
八
十
万
人
の
研
究
者
の
代
表
機
関
で
あ
る
日
本

学
術
会
議
で
も
、
マ
ス
コ
ミ
で
も
、
そ
の
重
要
な
課
題
の
一
つ
と
し
て
若
手
研

究
者
の
育
成
を
取
り
上
げ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
解
決
の
道
は
依
然
見
い
だ

さ
れ
な
い
ま
ま
で
す
。
世
界
が
か
つ
て
な
い
ほ
ど
学
術
的
に
急
速
に
進
歩
し
、

競
争
の
熾
烈
な
時
代
に
、
若
手
研
究
者
の
柔
軟
な
頭
脳
が
悲
惨
な
状
態
に
お
か

れ
て
い
る
日
本
の
将
来
は
危
う
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

こ
の
問
題
は
人
文
科
学
、
と
く
に
実
学
に
対
し
て
虚
学
の
代
表
と
目
さ
れ
て

き
た
私
ど
も
の
イ
ン
ド
学
・
仏
教
学
の
領
域
で
は
、
今
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
約
七
十
年
も
前
の
、
当
財
団
法
人
東
方
研
究
会
の
創
立
者
中
村

役
員
ご
挨
拶

元
先
生
の
学
生
の
頃
か
ら
す
で
に
重
大
な
問
題
で
あ
っ
た
の
で
す
。
中
村

先
生
が
財
団
法
人
東
方
研
究
会
を
設
立
さ
れ
た
の
は
こ
の
た
め
で
も
あ
り

ま
し
た
。
今
か
ら
、
約
四
十
年
も
前
の
事
で
あ
り
、
先
生
の
先
見
の
明
に

驚
か
さ
れ
ま
す
。

当
財
団
は
、
今
ま
で
に
す
で
に
八
十
名
ほ
ど
の
斯
学
の
若
手
研
究
者
を

育
成
し
、
学
界
に
送
っ
た
実
績
を
も
っ
て
お
り
ま
す
。
現
在
も
、
色
々
な

（
中
に
は
外
国
の
）
大
学
出
身
の
三
十
六
名
の
優
秀
な
研
究
員
（
修
士
二

十
二
名
、
博
士
十
四
名
）
を
擁
し
て
お
り
ま
す
。
当
財
団
法
人
東
方
研
究

会
は
、
皆
様
方
の
温
か
い
経
済
的
・
精
神
的
な
ご
支
援
に
よ
っ
て
、
こ
れ

ら
の
金
の
卵
を
育
成
す
る
と
同
時
に
、
付
置
の
東
方
学
院
や
機
関
誌
『
東

方
』
な
ど
を
通
じ
て
、
か
れ
ら
の
研
究
の
成
果
を
社
会
に
還
元
す
る
な
ど

し
て
、
最
大
限
公
益
に
資
す
る
よ
う
に
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
真
摯
な
努
力
が
認
め
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
、
昨
年
の
十
月
、
当
財

団
は
、
厳
し
く
長
い
審
査
の
末
、
税
制
の
優
遇
措
置
が
受
け
ら
れ
る
特
定

公
益
増
進
法
人
と
し
て
、
文
科
省
か
ら
再
度
認
可
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を

足
が
か
り
に
、
私
ど
も
は
、
中
村
先
生
の
高
邁
な
理
想
を
継
承
す
る
た
め

に
、
新
制
度
の
公
益
財
団
法
人
と
な
る
べ
く
最
大
の
努
力
を
致
す
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
本
年
も
引
き
続
き
皆
様
方
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

当
財
団
「
特
定
公
益
増
進
法
人
」
認
定
へ

主
事

堀
内

伸
二

理
事
長
の
巻
頭
挨
拶
に
ご
ざ
い
ま
す
通
り
、
東
方
研
究
会
は
、
昨
年
十

月
二
十
三
日
、
特
定
公
益
増
進
法
人
（
略
称
「
特
増
」
）
に
「
再
び
」
認

定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
ご
寄
付
頂
い
た
方
に
は
寄
附
に
対
す
る

免
税
が
認
め
ら
れ
る
な
ど
、
税
制
面
に
お
け
る
優
遇
措
置
が
受
け
ら
れ
る

と
い
う
実
益
の
み
な
ら
ず
、
創
立
者
中
村
元
先
生
が
掲
げ
ら
れ
た
、
「
東

洋
思
想
の
研
究
と
そ
の
普
及
」
と
い
う
理
念
を
、
堅
実
に
具
現
化
し
て
き

た
当
法
人
の
実
績
が
公
に
認
め
ら
れ
た
い
う
点
で
、
た
い
へ
ん
意
義
深
い

も
の
で
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
前
田
理
事
長
の
誠
実
な
指
揮
の
下
、
陰

に
陽
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
、
ま
た
所
轄
省
庁
担
当
官
の
ご
指
導
の

賜
と
篤
く
お
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

顧
み
ま
す
と
、
こ
の
度
の
認
定
を
得
る
た
め
の
準
備
を
開
始
し
た
の

は
、
平
成
十
七
年
七
月
に
遡
り
ま
す
か
ら
認
定
ま
で
実
に
三
年
三
ヶ
月
を

要
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
も
そ
も
中
村
先
生
が
設
立
さ
れ
た
当
法
人
が
、

文
部
大
臣
に
よ
っ
て
最
初
に
特
増
認
定
を
受
け
た
の

は
、
平
成
十
二
年
一
月
十
四
日
の
こ
と
で
す
。
以

来
、
基
本
的
に
は
、
最
初
と
同
じ
認
定
基
準
に
し
た

が
っ
て
、
二
年
ご
と
に
関
係
書
類
を
整
え
継
続
申
請

を
行
い
さ
え
す
れ
ば
、
認
定
は
受
け
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
特
増
認
定
の
法
的
根
拠
と
な
っ
て

い
た
育
英
会
法
が
、
平
成
十
五
年
に
廃
止
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
新
た
に
財
務
省
が
認
可
に
関
わ
る
こ
と

に
な
り
、
人
文
科
学
研
究
に
対
し
て
「
研
究
事
業
費

が
総
事
業
費
の
七
割
を
超
え
る
こ
と
」
と
い
う
財
務

省
基
準
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
冒
頭
に
記
し
ま
し
た
通

り
、
中
村
先
生
は
、
研
究
の
大
切
さ
は
言
う
ま
で
も

な
く
、
し
か
し
、
そ
れ
に
も
増
し
、
そ
の
研
究
成

果
・
東
洋
思
想
の
持
つ
叡
智
を
広
く
人
々
に
普
及

し
、
人
々
の
糧
と
す
る
こ
と
を
非
常
に
大
切
に
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
当
財
団
の
定
款
た
る
「
寄
附
行
為
」

の
目
的
に
、
「
研
究
」
と
共
に
「
普
及
」
が
並
記
さ

れ
て
い
る
所
以
で
す
。

認
定
ま
で
長
い
道
の
り
を
要
し
た
大
き
な
理
由
の

一
つ
は
、
研
究
員
の
常
勤
性
を
め
ぐ
る
問
題
と
共

に
、
こ
の
「
普
及
」
に
関
わ
る
事
業
の
扱
い
を
め

ぐ
っ
て
の
問
題
で
あ
っ
た
か
、
と
愚
考
す
る
次
第
で

す
。
た
だ
こ
の
点
は
、
昨
年
十
二
月
一
日
に
、
関
連

三
法
が
施
行
さ
れ
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
し
た
（
法
的

に
は
、
現
在
、
当
法
人
は
「
特
例
民
法
法
人
」
と

な
っ
て
い
ま
す
）
法
人
制
度
改
革
に
お
い
て
は
、

「
公
益
法
人
」
の
満
た
す
べ
き
必
須
条
件
と
し
て
、

研
究
成
果
の
「
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
」
が
強
く
謳
わ
れ
て

い
る
こ
と
を
思
う
と
き
、
中
村
先
生
の
理
念
が
財
団

の
あ
る
べ
き
姿
を
的
確
に
見
通
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
、
そ
れ
を
文
字
通
り
継
承
し
公
益
に
資
す
べ

く
事
業
を
展
開
し
て
こ
ら
れ
た
現
理
事
長
の
着
実
な

る
運
営
の
正
し
か
っ
た
こ
と
を
再
認
識
す
る
次
第
で

す
。と

も
あ
れ
、
今
回
、
財
務
省
の
厳
し
い
眼
か
ら
し

て
も
、
特
増
に
値
す
る
と
い
う
認
定
が
得
ら
れ
た
こ

と
は
、
法
人
制
度
改
革
に
お
い
て
公
益
認
定
法
人
に

認
定
さ
れ
た
場
合
、
自
動
的
に
特
増
の
恩
典
が
得
ら

れ
る
と
い
う
こ
と
を
鑑
み
る
と
き
、
今
後
の
財
団
法

人
に
と
っ
て
重
要
な
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と

同
時
に
、
改
め
て
特
増
に
認
定
さ
れ
た
財
団
と
し
て

の
社
会
的
責
務
を
痛
感
す
る
次
第
で
す
。
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第
十
八
回
中
村
元
東
方
学
術
賞
授
賞
式

当
財
団
の
創
立
者
で
あ
る
中
村
元
博
士
が
顕
著

な
功
績
の
あ
る
研
究
者
を
顕
彰
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
設
立
し
た
中
村
元
東
方
学
術
賞
の
第
十
八

回
（
平
成
二
十
年
度
）
の
受
賞
者
が
、
選
考
委
員

会
に
よ
る
選
考
の
結
果
、
津
田
眞
一
博
士
（
国
際

仏
教
学
大
学
院
大
学
教
授
）
に
決
定
し
、
そ
の
授

賞
式
が
中
村
元
博
士
の
命
日
で
あ
る
十
月
十
日

（
金
）
東
京
都
千
代
田
区
の
イ
ン
ド
大
使
館
に
お

い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

授
賞
式
に
は
、
駐
日
イ
ン
ド
大
使

Ｈ
・
Ｋ
・
シ

ン
閣
下
に
ご
臨
席
頂
い
た
ほ
か
、
多
く
の
関
係
各

位
に
ご
参
列
頂
き
ま
し
た
。
式
で
は
前
田
專
學
選

考
委
員
会
委
員
長
か
ら
の
審
査
報
告
に
続
い
て
、

当
財
団
及
び
駐
日
イ
ン
ド
大
使
館
よ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
賞
状
と
記
念
品
と
が
津
田
博
士
に
授
与
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
大
使
閣
下
と
川
崎
信
定
博
士
よ
り

お
祝
い
の
お
言
葉
を
、
津
田
博
士
か
ら
は
謝
辞
を

頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

式
の
終
了
後
、
大
使
館
近
く
の
弘
済
会
館
内
に

会
場
を
移
し
て
、
引
き
続
き
多
く
の
来
賓
を
迎

え
、
津
田
博
士
を
囲
ん
で
盛
大
な
祝
賀
会
が
催
さ

れ
ま
し
た
。

駐
日
イ
ン
ド
大
使

Ｈ
・
Ｋ
・
シ
ン
閣
下
の
お
言
葉

前
田
東
方
研
究
会
理
事
長
、
奈
良
東
方
研

究
会
常
務
理
事
、
津
田
眞
一
国
際
仏
教
学
大

学
院
大
学
教
授
、
そ
し
て
ご
来
賓
の
皆
様
、

こ
ん
ば
ん
わ
。
第
十
八
回
中
村
元
東
方
学
術

賞
授
与
式
に
よ
う
こ
そ
お
集
ま
り
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

い
つ
も
ど
お
り
過
去
数
年
間
に
わ
た
り
、

毎
年
恒
例
の
こ
の
式
典
を
当
イ
ン
ド
大
使
館

で
開
催
さ
せ
て
頂
く
こ
と
が
出
来
、
光
栄
に

思
っ
て
お
り
ま
す
。
日
印
の
人
々
、
文
化
、

国
々
の
相
互
理
解
の
た
め
の
中
村
元
博
士
の

多
大
な
貢
献
を
深
く
尊
敬
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
の
受
賞
者
で
あ
ら
せ
ら
れ
る
、
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
教
授
津

田
眞
一
教
授
に
、
心
よ
り
温
か
い
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
津
田
博
士
の

創
造
性
と
学
術
的
貢
獻
は
、
中
村
元
博
士
自
身
が
評
価
さ
れ
、
先
生
の
仏
教

研
究
に
対
す
る
、
一
九
六
〇
年
代
か
ら
続
く
卓
越
し
た
貢
獻
が
受
賞
の
理
由

と
な
り
ま
し
た
。

ご
来
賓
の
皆
様
、
長
期
に
渡
り
ま
す
日
本
と
イ
ン
ド
の
文
化
的
友
好
関
係

の
は
じ
ま
り
は
、
お
よ
そ
六
世
紀
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
一

四
〇
〇
年
の
長
い
年
月
を
経
て
ま
い
り
ま
し
た
。
慈
悲
と
智
慧
と
い
う
釈
尊

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
私
た
ち
両
国
に
伝
わ
る
も
の
で
す
。
歴
史
を
通
し
て
培
っ

て
き
た
貴
重
な
交
流
は
、
二
つ
の
文
明
を
豊
に
し
て
き
ま
し
た
。

私
た
ち
が
共
有
す
る
精
神
的
遺
産
を
基
盤
と
し
て
、
こ
の
友
好
関
係
を
さ

ら
に
強
い
も
の
に
築
き
あ
げ
て
い
け
る
よ
う
に
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
日
印

両
国
の
人
間
は
、
寛
容
、
調
和
、
慈
悲
と
い
っ
た
価
値
観
を
共
有
し
て
い
る

こ
と
を
ご
理
解
頂
け
る
と
思
い
ま
す
。
こ
う
し
た
要
素
は
世
界
平
和
を
発
展

さ
せ
る
た
め
、
異
文
化
間
の
調
和
を
育
み
、
世
界
の
人
び
と
に
兄
弟
愛
の
精

神
を
育
て
る
た
め
に
、
日
印
が
共
同
し
て
い
く
基
本
と
な
り
ま
す
。

長
期
に
渡
る
、
前
田
理
事
長
、
そ
し
て
東
方
研
究
会
の
人
々
の
日
印
関
係

の
強
化
に
対
す
る
大
変
な
貢
獻
に
対
し
て
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
の

事
業
の
継
続
と
発
展
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
来
年
こ
の
会
が
催
さ
れ
る
時

に
は
、
大
使
館
の
新
し
い
文
化
会
館
が
完
成
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

そ
こ
で
、
大
き
く
開
催
出
来
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
改
め
て
津
田
眞
一
博
士
に
本
年
度
の
受
賞
を
お
祝
い
申
し
上
げ
ま

す
。
皆
様
、
ご
出
席
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

上：祝賀会での津田眞一博士とご令室

下：前田專學選考委員長による審査結果報告

駐日インド大使 Ｈ.Ｋ.シン閣下

津
田
博
士
の
謝
辞

謝
辞
に
立
っ
た
津
田
眞
一
博
士
は
、
自
身
の

学
問
的
軌
跡
を
様
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
て

振
り
返
り
、
中
村
元
博
士
ら
恩
師
か
ら
受
け
た

影
響
な
ど
に
つ
い
て
述
懐
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
中
村
博
士
が
設
立
し
た
東
方
学
院
で
三
十

年
以
上
講
師
を
務
め
て
き
た
経
験
に
触
れ
、

「
東
方
学
院
で
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
は

最
高
の
幸
せ
。
今
で
は
大
勢
の
方
が
来
て
く
だ

さ
り
、
皆
さ
ん
非
常
に
教
養
が
高
く
頭
が
良

い
。
中
村
先
生
は
、
こ
こ
で
は
師
弟
関
係
で
は

な
く
師
友
関
係
だ
と
言
わ
れ
た
が
、
私
は
師
師

関
係
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
述
べ
つ
つ
、
栄

誉
あ
る
賞
を
受
け
た
喜
び
と
感
謝
を
表
明
さ
れ

ま
し
た
。

【
略
歴
】
昭
和
十
三
年
生
ま
れ
。
東
京
大
学
文

学
部
印
度
哲
学
梵
文
学
科
卒
業
。
東
京
大
学
大

学
院
人
文
科
学
研
究
科
印
度
哲
学
専
門
課
程
博

士
課
程
進
学
後
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
大
学

に
留
学
。
文
学
博
士
（
東
京
大
学
）
。
東
方
研

究
会
研
究
員
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
客
員
教
授
を
経

て
現
職
。
真
言
宗
豊
山
派
真
福
寺
住
職
。
東
方

学
院
で
は
「
解
釈
学
的
仏
教
学
」(

木
曜
・
十
五

時
～
十
七
時
・
東
京
本
校
）
を
現
在
開
講
中
。

【
専
門
分
野
】
密
教
・
密
教
思
想
史

【
著
書
】
『
反
密
教
学
』(

リ
ブ
ロ
ポ
ー
ト
・
一

九
八
六
年
／
改
訂
新
版
・
春
秋
社
・
二
〇
〇
八

年
）
、
『
空
海
』(

中
央
公
論
社
・
一
九
九
三

年
）
、
『
金
剛
頂
経

』(

東
京
美
術
・
一
九

九
五
年
）
、
『
ア
ー

ラ
ヤ
的
世
界
と
そ
の

神
―
仏
教
思
想
像
の

転
回
』(

大
蔵
出
版
・

一
九
九
八
年
）
等
が

あ
る
。

檀上で受賞の喜びを語る津田博士
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せ
ん
せ
い

佐
藤
宏
宗
（
研
究
員
）

一
九
九
九
年
か
ら
二
〇
〇
二
年
の
三
年
間
、
プ
ー
ナ
大
学
大
学
院

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
高
等
研
究
所
所
長V

.
N
.

J
h
a

教
授
の
指
導
の

も
と
で
イ
ン
ド
哲
学
を
学
ん
だ
日
々
、
そ
れ
は
私
の
掛
け
替
え
の
な

い
宝
物
で
あ
る
。

時
は
一
九
九
七
年
の
二
月
半
ば
、
公
私
共
に
様
々
な
出
来
事
が
あ

り
心
身
と
も
に
疲
れ
切
っ
た
私
は
、
す
べ
て
を
捨
て
て
日
本
を
離
れ

た
。
何
も
持
た
ず
に
た
っ
た
一
人
で

イ
ン
ド
へ
出
か
け
て
い
き
、

プ
ー
ナ
の
街
に
辿
り
着
い
た
の
は
真
夜
中
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
ん
な

私
をJ

h
a

先
生
は
暖
か
く
迎
え
て
下
さ
り
、"

S
a
t
o
,

I
r
e
m
e
m
b
e
r

y
o
u.

"

と
微
笑
み
な
が
ら
仰
っ
た
。

実
は
、
そ
の
数
年
前
にJ

h
a

先
生
が
客
員
教
授
と
し
て
来
日
し
て
お
ら
れ
た
時
に
、
私
は
そ
れ
ま

で
手
掛
け
て
き
た
文
献
解
読
で
分
か
ら
な
い
箇
所
の
質
問
を
先
生
に
し
た
こ
と
が
あ
る
、
そ
れ
も
同

じ
質
問
を
一
日
に
三
度
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、J

h
a

先
生
は
嫌
な
顔
を
一
つ
も
な
さ
れ
る
こ
と

な
く
、
そ
の
お
答
え
は
三
度
と
も
同
じ
も
の
で
あ
っ
た
。

た
っ
た
一
度
し
か
会
っ
た
こ
と
の
な
い
私
の
こ
と
を
覚
え
て
い
て
下
さ
り
、
何
も
か
も
に
疲
れ

切
っ
た
私
に
、
何
も
言
わ
ず
に
微
笑
ん
で
下
さ
っ
たJ

h
a

先
生
、
そ
し
て
、
そ
っ
と
さ
し
出
し
て
下

さ
っ
た
温
か
い
チ
ャ
イ
、
あ
の
時
間
を
今
も
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
。
そ
の
時
、
私
は
思
っ
た
、J

h
a

先
生
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
を
身
に
付
け
る
ま
で
こ
の
地
を
離
れ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
と
。

突
然
訪
れ
た
私
を
同
機
関
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
学
科
博
士
課
程
へ
の
正
式
留
学
生
と
し
て
受
け
入

れ
る
準
備
をJ

h
a

先
生
自
ら
お
手
伝
い
頂
き
、
そ
の
後
一
時
帰
国
し
た
私
が
日
本
で
イ
ン
ド
政
府
認

可
の
リ
サ
ー
チ
ヴ
ィ
ザ
取
得
の
た
め
に1

年
半
以
上
の
時
間
を
費
や
し
て
い
る
間
も
、
あ
の
荒
涼
と

し
た
イ
ン
ド
の
大
地
で
私
を
待
っ
て
い
て
下
さ
っ
たJ

h
a

先
生
に
心
か
ら
の

尊
敬
と
感
謝
の
念
を
抱
い
て
い
る
。
で
き
の
悪
い
弟
子
の
私
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
早
朝
か
ら
献
身
的
に
指
導
し
て
下
さ
るJ

h
a

先
生
の
姿
は
ま
さ

に
「
師
と
し
て
のs

v
a
d
h
a
r
m
a

の
遂
行
」
そ
の
も
の
で
あ
り
、
古
来
不
変
に

受
け
継
が
れ
て
き
た
口
伝
そ
の
も
の
で
あ
る
。J

h
a

先
生
と
の
個
人
レ
ッ
ス

ン
は
身
体
が
震
え
る
ほ
ど
魅
力
的
で
夢
の
よ
う
な
時
間
で
あ
る
。

"Sa
to,

sar
vam

an
it

y
am

,
Eve

ryt
h
in

g
i
s

o
f
m
ome

n
ta

ri
n
ess

.
Do

not
hu

rr
y
,

You
,
l
e
ar

n
e
ve

r
yth

ing
sl

ow
l
y,

slo
wly

.
If

you
do

s
o
,

y
ou

can
do

e
v
ery

thi
ng.

"

"Th
ere

ar
e

m
an

y
ob

jec
t
io

ns
to

eve
ry

t
he

or
y
,

But
it

is
t
h
e

d
iff

ere
n
ce

o
f

ex
pre

ssi
o
n.

Sat
o,

T
h
e

m
o
s
t

i
m
p
o
r
t
a
n
t

t
h
i
n
g

i
s

n
o
t

t
o

r
e
j
e
c
t

o
t
h
e
r
'
s

t
he

o
ry

but
to

k
n
ow

tat
tva

(
tr

ut
h
)."

目
を
閉
じ
る
と
今
も
聞
え
て
く
る
、
優
し
く
微
笑
ま
れ
るJ

h
a

先
生
の
透
き
通
る
よ
う
な
声
に

の
っ
て
は
な
た
れ
る
言
葉
、
そ
の
一
つ
一
つ
が
イ
ン
ド
そ
の
も
の
の
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。
壮

大
な
イ
ン
ド
の
大
地
は
、
決
し
て
人
間
が
作
り
出
し
た
無
味
乾
燥
と
し
た
遺
物
を
残
し
は
し
な
い

が
、
し
か
し
、
時
間
を
超
え
て
深
く
計
り
知
れ
な
い
知
的
遺
産
を
現
在
に
至
っ
て
も
ま
だ
な
お
継
承

し
て
い
る
こ
と
を
、
絶
え
ず
私
に
語
り
か
け
て
く
れ
る
か
の
よ
う
だ
。J

h
a

先
生
は
今
も
変
わ
る
こ

と
な
く
、
イ
ン
ド
の
大
地
に
、
そ
し
て
私
の
中
に
い
て
下
さ
る
の
で
あ
る
。

第
九
回
酬
佛
恩
講
合
同
講
演
会

十
一
月
二
十
八
日
（
土
）
午
後
、
奈
良
市
西
ノ
京
の
法
相
宗
大
本
山
薬
師
寺
に

お
い
て
、
同
寺
の
ご
後
援
の
下
、
東
方
学
院
と
酬
仏
恩
講
共
催
で
第
九
回
目
と
な

る
合
同
講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
講
演
会
は
前
田
学
院
長
の
挨
拶
に
始
ま

り
、
チ
ベ
ッ
ト
へ
の
留
学
経
験
を
踏
ま
え
た
、
目
片
祥
子
氏
（
東
方
研
究
会
ア
ジ

ア
諸
国
派
遣
留
学
生
・
大
谷
大
学
大
学
院
）
に
よ
る
「
十
一
～
十
三
世
紀
の
チ
ベ

ッ
ト
仏
教
史-

サ
キ
ャ
派
を
中
心
と
し
て
」
と
題
す
る
講
演
と
、
四
天
王
寺
大
学

教
授
で
あ
る
西
岡
祖
秀
先
生
に
よ
る
「
チ
ィ
ク
・
ナ
ッ
ト
・
ハ
ン
師
の
社
会
参
加

仏
教
」
と
題
す
る
ご
講
演
と
が
行
わ
れ
、
最
後
は
薬
師
寺
の
松
久
保
秀
胤
長
老
よ

り
閉
会
の
辞
を
賜
り
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

第
十
八
回
鎌
倉
夏
期
宗
教
講
座

八
月
二
十
四
日
（
日
）
、
第
十
八
回
と
な
る
鎌
倉

夏
期
宗
教
講
座
が
鶴
岡
八
幡
宮
の
ご
協
力
に
よ
り
鶴

岡
八
幡
宮
直
会
殿
に
て
開
講
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
夏

季
宗
教
講
座
は
、
昭
和
六
十
三
年
に
開
講
し
て
以

来
、
毎
年
欠
か
さ
ず
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
今
年

は
「
い
ま
、
『
い
の
ち
』
を
考
え
る
」
を
総
合
テ
ー

マ
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
多
数
の
受
講

者
に
お
越
し
頂
く
中
、
初
め
に
前
田
專
學
東
方
学
院

長
、
奈
良
康
明
常
務
理
事
よ
り
挨
拶
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
続
い
て
、
京
都
大
学
名
誉
教
授
・
秩
父
神
宮
宮

司
で
あ
る
薗
田
稔
先
生
に
よ
る
「
神
道
に
お
け
る

『
い
の
ち
』
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
」
、
東
京
大
学
教
授

で
あ
る
下
田
正
弘
先
生
に
よ
る
「
涅
槃
に
つ
い
て
―

仏
教
に
お
け
る
『
い
の
ち
』
」
と
題
す
る
ご
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
講
演
の
後
に
は
両
講
師
と
前
田
東

方
学
院
長
、
奈
良
常
務
理
事
を
囲
ん
で
の
質
疑
応
答

の
時
間
が
設
け
ら
れ
、
参
加
者
と
の
間
に
活
発
な
議

論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

ナ
マ
ス
テ
・
イ
ン
デ
ィ
ア

二
〇
〇
八

九
月
二
十
七
日
（
土
）
二
十
八
日
（
日
）
、

東
京
の
代
々
木
公
園
内
で
開
催
さ
れ
た
「
第
十

六
回

ナ
マ
ス
テ
・
イ
ン
デ
ィ
ア

二
〇
〇
八

（U
R
L

h
ttp

://w
w
w
.in

d
o
fe
stiv

a
l.c

o
m

）
」

に
ブ
ー
ス
を
出
し
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は

「
日
印
交
流
年
」
に
お
け
る
中
心
的
行
事
の
一

つ
で
あ
り
、
イ
ン
ド
と
関
係
の
あ
る
多
数
の

方
々
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
当
財
団
の
ブ
ー
ス

で
は
学
院
講
師
の
的
場
裕
子
先
生
（
ヴ
ィ
ー

ナ
ー
奏
者
）
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の
も
と
ム
リ
ダ

ン
ガ
ム
体
験
教
室
と
共
に
東
方
学
院
お
よ
び

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
関
す
る
各
種
印
刷
物
の
配

布
を
中
心
と
す
る
広
報
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

両
日
、
多
数
ご
来
場
頂
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

平
成
二
十
年
下
半
期(

七
月
～
十
二
月)

行
事
報
告

研究員のコラム 第３回

閑話 本 題

西岡先生のご講演の様子

上：会場でムリダンガムの個人指導

下：会場での当財団ブース



川
崎

信
定

（
筑
波
大
学
名
誉
教
授
）

今
か
ら
五
十
八
年
前
の
昭
和
二
十
六
年
九
月
の
朝
日
新

聞
に｢

日
本
哲
学
の
渡
米
」
と
題
し
て
、
次
の
記
事
が
掲
載

さ
れ
た
。

「
東
大
助
教
授
、
文
学
博
士
中
村
元
（
三
十
九
）
は
東
洋
の
四
民
族
―
日
・
支
・

印
・
チ
ベ
ッ
ト
の
各
民
族
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
性
に
従
っ
て
ど
の
よ
う
に
こ
れ
を

変
え
て
受
け
入
れ
て
い
る
か
を
研
究
し
、
一
昨
年
『
東
洋
人
の
思
惟
方
法
』
二
巻
を

公
に
し
た
。
こ
れ
が
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
人
文
部
門
責
任
者
の
眼
に
と
ま
り
、
注

目
さ
れ
る
に
至
り
、
博
士
は
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
招
き
で
渡
米
、
同
大
学
で
講

義
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
た
。
」

終
戦
後
六
年
目
の
、
ま
だ
連
合
国
占
領
下
に
あ
っ
た
当
時
に
、
日
本
学
術
研
究
の
新
生

出
発
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
脚
光
を
浴
び
た
大
ニ
ュ
ー
ス
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
八
年
後
、
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
が
こ
の
同
じ
御
本
の
全
文
英
訳
出
版

を
企
画
し
た
。
こ
の
時
、
印
度
哲
学
科
院
生
の
筆
者
・
川
崎
は｢

イ
ン
ド
人
の
思
惟
方
法｣

後
半
数
章
の
英
訳
担
当
の
大
役
を
仰
せ
つ
か
っ
た
。
今
振
り
返
る
と
、
ま
さ
に
冷
汗
三
斗

の
思
い
で
身
が
す
く
む
が
、
徹
夜
し
て
作
り
上
げ
た
数
ペ
ー
ジ
の
拙
訳
の
精
査
チ
ェ
ッ
ク

を
研
究
室
で
中
村
先
生
御
自
身
と
日
系
ア
メ
リ
カ
人
留
学
生
に
挟
ま
れ
て
毎
週
受
け
る
大

果
報
を
頂
戴
し
た
。
勿
論
、
普
段
の
御
授
業
で
中
村
先
生
か
ら
、
ヴ
ェ
ー
ダ
ー
ン
タ
哲
学

専
門
研
究
・
仏
教
文
献
原
典
研
究
と
、
広
く
深
く
懇
切
な
御
指
導
を
受
け
て
い
た
。
し
か

し
、
こ
の
『
東
洋
人
の
思
惟
方
法
』
の
英
訳
作
業
を
通
し
て
集
中
的
に
洗
礼
を
受
け
た

〈
比
較
と
い
う
手
法
に
よ
っ
て
解
明
す
る
思
想
研
究
の
開
拓
〉
は
、
小
生
に
と
っ
て
そ
の

後
の
学
問
の
道
を
辿
る
上
で
大
き
な
指
針
と
な
っ
て
い
た
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。

専
門
研
究
テ
ー
マ
は
、
『
一
切
智
（
サ
ル
ヴ
ァ
ジ
ュ
ニ
ヤ
）
思
想
の
研
究
』
と
題
し

て
、
仏
の
持
つ
完
全
な
智
慧
の
あ
り
方
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て
、
六
世
紀
イ
ン
ド
中
観
自

立
論
証
派
の
清
弁
（
バ
ヴ
ィ
ヤ
／
バ
ー
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
）
の
『
中
観
心
論
』
・
『
思
択

炎
』
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
・
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
に
基
づ
い
て
精
査
す
る
こ
と
に
な
っ
た

（
春
秋
社
刊
）
。
ま
た
、
専
門
研
究
の
副
産
物
と
し
て
『
原
典
訳
・
チ
ベ
ッ
ト
の
死
者
の

書
』
（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
）
を
刊
行
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
が
思
い
が
け
な
い
話
題
を
呼
ん

で
驚
い
た
こ
と
も
あ
る
。
今
年
度
の
東
方
学
院
の
授
業
で
は
、
『
般
若
灯
論
』
を
中
心
に

受
講
者
の
皆
さ
ん
と
活
発
な
考
究
を
進
め
た
い
。｢

ど
ん
な
時
に
も
決
し
て
文
献
を
手
か
ら
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東
方
学
院

講
師
紹
介

生
涯
の
誇
り
と
し
て
の
東
方
学
院
講
師

釈

悟
震

（
研
究
員
）

昭
和
六
十
二
年
九
月
中
村
元
先
生
の
御
自
宅
に
お
邪
魔
い

た
し
た
際
で
あ
っ
た
。
『
「
韓
国
の
言
語
と
文
化
」
と
い
う

題
で
東
方
学
院
に
て
講
義
を
担
当
し
て
く
れ
な
い
か
』
と
い

う
仰
せ
で
筆
者
は
喜
び
と
感
激
の
一
杯
で
あ
っ
て
以
来
、

ち
ょ
う
ど
二
十
年
に
な
る
。

そ
の
折
り
中
村
先
生
の
東
方
学
院
に
対
す
る
お
気
持
ち
を
思
い
起
こ
す
と
、
二
十
年
と

い
う
月
日
が
へ
た
今
日
に
お
い
て
も
昨
日
の
よ
う
に
鮮
明
に
筆
者
の
脳
裏
に
刻
ま
れ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
当
日
先
生
は
、
お
座
り
に
な
っ
て
お
ら
れ
た
椅
子
か
ら
直
立
な
さ
っ
て
御

頭
上
を
下
げ
な
が
ら
「
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
い
う
お
姿
の
前
に
筆
者
は
ど
う
す
れ

ば
よ
い
の
か
頭
が
真
っ
白
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
先
生
が
全
知
識
だ
け
で
は
な
く
、
理
性
の
高
い
人
格
完
成
の
方
で
あ
る
こ
と
を

物
語
っ
て
く
れ
る
こ
と
で
あ
る
と
同
時
に
、
先
生
御
自
身
が
東
方
学
院
に
対
す
る
真
剣
さ

と
御
愛
情
や
研
究
会
員
の
重
要
さ
を
諭
し
賜
っ
た
御
姿
勢
で
あ
っ
た
と
理
解
を
し
、
感
嘆

と
感
激
を
し
た
憶
え
が
今
な
お
新
し
く
蘇
る
。
先
生
の
初
志
一
貫
、
真
摯
で
高
邁
な
精
神

を
師
表
と
し
今
日
ま
で
自
ら
の
生
き
方
を
進
め
て
来
た
筆
者
で
あ
る
。

今
一
つ
先
生
は
東
方
学
院
「
講
師
」
を
「
私
は
世
間
で
い
わ
れ
る
大
学
の
講
師
と
し
て

考
え
て
は
い
な
い
。
少
な
く
と
も
私
の
心
の
中
に
は
講
師(

こ
う
じ)

と
し
て
思
っ
て
い

る
」
と
も
諭
し
て
下
さ
っ
た
。

つ
ま
り
奈
良
時
代
の
僧
間
の
重
要
な
経
講
し
、
そ
の
国
の
僧
尼
を
監
督
し
、
こ
れ
に
経

を
講
じ
た
人
を
「
国
師
」
と
呼
ん
だ
。
の
ち
に
「
講
師(

こ
う
じ)

」
と
改
称
し
、
平
安
時

代
に
は
、
諸
国
の
国
分
寺
に
あ
っ
て
、
僧
尼
に
関
す
る
事
を
つ
か
さ
ど
り
、
仏
典
の
講
義

を
し
た
僧
官
を
勤
め
た
人
を
「
講
師(

こ
う
じ)

」
と
定
め
た
。

こ
の
よ
う
な
由
来
か
ら
察
す
る
に
は
、
東
方
学
院
を
日
本
国
最
高
の
学
舎
と
し
て
位
置

づ
け
、
真
に
学
を
究
め
、
道
を
求
め
た
い
人
々
の
学
院
と
し
て
昇
華
さ
せ
よ
う
と
な
さ
っ

た
に
違
い
な
い
だ
ろ
う
と
思
う
。
そ
れ
は
東
方
学
院
設
立
当
初
か
ら
の
講
師
御
任
命
か
ら

も
明
か
ら
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
東
方
学
院
に
お
い
て
講
師
の
末
席
に
て
二
十
年
間
、
絶
え
間
な
く
研
究
会

員
と
共
に
「
師
友
録
」
を
綴
ら
れ
た
こ
と
は
生
涯
の
誇
り
に
思
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

放
す
こ
と
な
く
、
〈
比
較
〉
と
い
う
高
く
広
い
視
点
か
ら
柔
軟
に
考
究
す
る
」
中
村
学
の

エ
ッ
セ
ン
ス
を
忠
実
に
少
し
で
も
皆
さ
ん
に
お
伝
え
す
る
こ
と
が
我
が
身
の
生
涯
の
使
命

と
感
ず
る
よ
う
に
な
っ
た
近
頃
で
あ
る
。



平成21年2月1日発行東方だより 第13号

無断転載・複製を禁ず 編集・発行 財団法人東方研究会5

東
方
学
院
で
の
二
十
年

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
と
の
出
会
い

森

秀
雄

西
岡
祖
秀
先
生
と
の
出
会
い
は
今
か
ら
二
十
年

前
の
平
成
元
年
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。
ヒ
ン
デ
ィ
語

と
ネ
パ
ー
ル
語
を
学
ん
だ
私
は
さ
ら
に
チ
ベ
ッ
ト

語
を
マ
ス
タ
ー
し
た
い
と
思
い
、
口
語
を
独
習
し

て
い
た
が
、
文
語
は
皆
目
で
き
ず
諦
め
て
い
た
と

こ
ろ
、
東
方
学
院
で
チ
ベ
ッ
ト
語
を
学
べ
る
こ
と

を
知
り
、
早
速
申
し
込
ん
で
出
会
っ
た
の
が
西
岡
先
生
で
あ
っ
た
。
先
生
は
そ
の
年
休

講
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、
三
人
の
申
し
込
み
の
た
め
に
講
義
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
れ
が
契
機
と
な
っ
て
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
深
い
魅
力
に
引
き
ず
り
込
ま
れ
、

い
つ
の
間
に
か
月
日
が
経
ち
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

一
年
で
文
法
を
終
え
、
二
年
目
か
ら
は
、
『
プ
ト
ゥ
ン
仏
教
史
』
を
読
み
始
め
た
。

最
初
は
一
行
読
む
の
に
さ
え
苦
労
し
た
こ
と
が
当
時
の
ノ
ー
ト
を
見
て
思
い
出
さ
れ

る
。
次
に
読
ん
だ
文
献
は
、
『
維
摩
経
』
で
あ
っ
た
。
漢
訳
と
対
照
し
な
が
ら
読
ん
で

い
っ
た
。
こ
の
頃
に
は
よ
う
や
く
チ
ベ
ッ
ト
文
語
に
も
慣
れ
て
き
た
が
、
チ
ベ
ッ
ト
訳

と
漢
訳
の
違
い
に
驚
き
、
さ
ら
に
興
味
が
か
き
た
て
ら
れ
た
。
当
時
の
会
員
は
、
私
も

含
め
て
五
人
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
、
チ
ャ
ン
ド
ラ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
『
プ
ラ
サ
ン

ナ
パ
ダ
ー
』
を
読
み
始
め
た
。
こ
れ
は
中
観
帰
謬
論
証
派
の
代
表
的
な
論
書
で
チ
ベ
ッ

ト
仏
教
の
真
髄
を
学
ぶ
に
は
避
け
て
通
れ
な
い
文
献
で
あ
る
。
こ
れ
を
一
部
サ
ン
ス
ク

リ
ッ
ト
文
と
対
照
し
な
が
ら
読
ん
で
い
っ
た
が
、
論
理
学
用
語
の
独
特
な
概
念
が
理
解

し
が
た
く
、
ま
た
、
論
理
の
す
す
め
方
が
特
異
な
の
で
、
時
が
立
つ
の
も
忘
れ
、
先
生

を
含
め
て
喧
々
諤
々
の
討
論
と
な
っ
た
こ
と
も
今
は
懐
か
し
い
。

こ
の
結
果
な
っ
た
訳
が
東
方
学
院
関
西
支
部
で
出
版
さ
れ
た
『
デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
認
識

論
批
判
』
（
法
蔵
館
・
二
〇
〇
一
年
）
で
あ
る
。
こ
の
出
版
に
関
し
て
は
、
会
員
谷
口

圓
雄
氏
の
陰
な
が
ら
の
助
力
が
あ
っ
た
。
こ
の
文
献
は
あ
く
ま
で
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文

が
主
で
チ
ベ
ッ
ト
文
が
従
な
の
で
、
次
は
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
史
の
代
表
的
な
文
献
で
あ
る

ス
ム
パ
・
ケ
ン
ポ
の
『
パ
ク
サ
ム
・
ジ
ュ
ン
サ
ン
』
を
読
む
こ
と
に
決
ま
っ
た
。
二
年

前
に
下
訳
は
で
き
た
が
、
再
度
見
直
し
を
す
す
め
、
現
在
も
続
行
中
で
あ
る
。

仏
縁
と
い
う
も
の
が
あ
る
と
し
た
ら
、
私
と
西
岡
先
生
と
の
縁
も
そ
の
よ
う
で
あ
ろ

う
。

「
絵
画(

宗
教
画
他)

実
技
」
を
学
ん
で

中
谷

信
一

「
絵
画
（
宗
教
画
他
）
実
技
」
講
座
は
平
成
十
八
年
度
か
ら
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
菅
沼

荘
二
郎
先
生
の
ア
ト
リ
エ
に
月
二
回
土
曜
午
後
に
通
っ
て
お
り
ま
す
。
講
座
は
「
民
画
、

素
朴
画
、
宗
教
画
の
模
写
を
し
、
素
朴
な
絵
の
中
に
表
さ
れ
て
い
る
根
源
的
な
も
の
に
触

れ
、
そ
の
体
験
を
基
に
し
て
自
由
創
作
を
豊
か
な
も
の
に
す
る
」
こ
と
を
主
眼
と
し
て
お

り
ま
す
。

先
生
は
、
「
寒
山
拾
得
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
水
彩
や
油
彩
の
創
作
を
重
ね
る
な
か
で
、

禅
と
現
代
ア
ー
ト
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
て
来
ら
れ
た
方
で
す
。

初
年
度
は
画
材
が
扱
い
や
す
い
パ
ス
テ
ル
画
を
学
び
、
二
年
目
か
ら
油
彩
画
に
進
み
ま

し
た
。
油
絵
の
具
は
、
混
ぜ
合
わ
せ
方
次
第
で
様
々
な
色
合
い
を
生
み
出
す
こ
と
が
で

き
、
拭
き
取
る
・
削
り
取
る
な
ど
修
正
も
で
き
る
自
在
さ
が
あ
り
ま
す
。
自
在
さ
即
ち
腕

次
第
で
、
未
だ
試
行
錯
誤
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

描
く
う
え
で
、
一
枚
に
形
・
色
な
ど
の
配
置
を
ま
と
め
る
と
こ
ろ
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ

り
、
大
変
難
し
く
苦
労
し
て
お
り
ま
す
。
主
題
を
際
立
た
せ
る
た
め
に
細
部
を
省
く
こ

と
、
背
景
の
色
を
中
心
部
と
近
づ
け
る
こ
と
、
明
暗
の
法
則
性
な
ど
を
知
り
ま
し
た
。

絵
の
題
材
は
、
写
真
集
や
画
集
等
か
ら
仏
像
画
、
更
紗
に
表
さ
れ
た
動
物
・
花
鳥
・
婦

人
等
の
図
柄
、
仏
教
国
の
人
々
の
姿
等
か
ら
選
び
出
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
か
ら
は
、
自

ら
題
材
を
決
め
る
こ
と
が
課
題
に
加
わ
り
ま
し
た
。
日
常
の
中
か
ら
心
が
け
て
題
材
を
見

つ
け
て
い
る
う
ち
に
、
季
節
の
美
し
さ
に
も
以
前
に
増
し
て
敏
感
に
感
じ
取
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
嬉
し
い
驚
き
で
す
。幸

い
に
も
初
年
度
に
、
仏
教
彫
刻
講
座
展
に
仏
像
画
の

模
写
を
出
品
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
額

縁
を
選
ん
だ
り
、
展
示
会
場
が
イ
ン
ド
大
使
館
だ
っ
た

り
、
搬
入
の
折
に
大
勢
の
方
々
と
交
流
で
き
た
の
は
、
良

い
体
験
に
な
り
ま
し
た
。

未
だ
無
心
に
描
く
こ
と
を
楽
し
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
目
前
の
対
象
に
集
中
し
て
描
く
と
き
の
緊
張
は
と
て

も
心
地
よ
い
も
の
で
す
。
今
後
も
楽
し
み
な
が
ら
精
進
を

続
け
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

有
意
義
な
内
容
の
講
座
で
す
の
で
、
ご
参
加
い
た
だ
く

方
が
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

研
究
会
員
の
声



西
村

玲

日
本
仏
教
を
専
門
と
し
て
い
ま
す
。
東
北
大
学
の
学
部
か
ら
院
（
日
本
思
想
史
専

攻
）
へ
進
学
し
た
年
に
、
中
世
南
都
（
奈
良
）
仏
教
の
論
義
に
つ
い
て
の
研
究
会
に
参

加
し
ま
し
た
。
そ
の
研
究
会
メ
ン
バ
ー
に
、
今
は
愛
知
学
院
大
学
教
授
の
蓑
輪
顕
量
先

生
が
、
東
方
研
究
会
研
究
員
と
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
先
生
か
ら
東
方
学
院
の

手
引
き
を
頂
い
た
時
に
は
、
と
て
も
嬉
し
く
、
大
事
に
仙
台
ま
で
持
っ
て
帰
っ
た
こ
と

を
よ
く
覚
え
て
お
り
ま
す
。
私
に
と
っ
て
は
、
中
村
先
生
が
創
設
さ
れ
た
東
方
研
究
会

は
あ
こ
が
れ
の
場
所
で
あ
り
、
自
分
が
そ
の
一
員
に
な
る
日
が
来
る
と
は
、
夢
に
も
思

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
後
、
中
世
南
都
か
ら
研
究
対
象
を
進
め
て
、
近
世
（
江
戸
時
代
）
仏
教
を
勉
強

し
、
二
〇
〇
四
年
に
博
士
論
文
（
『
近
世
仏
教
思
想
の
研
究
─
─
学
僧
普
寂
を
め
ぐ
る

諸
問
題
─
─
』
）
を
提
出
し
ま
し
た
。
大
学
院
修
了
時
に
、
日
本
仏
教
の
末
木
文
美
士

先
生
の
ご
推
薦
に
よ
り
、
東
方
研
究
会
の
研
究
員
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
研
究
さ
れ
て
い
る
日
本
仏
教
は
、
東
洋
思
想
の
中
で
も
、
研

究
が
比
較
的
蓄
積
さ
れ
て
い
る
分
野
と
思
い
ま
す
が
、
祖
師
を
輩
出
し
た
鎌
倉
時
代
よ

り
後
に
つ
い
て
は
、
さ
ほ
ど
進
ん
で
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
こ
と
に
近
世
の
仏
教
思

想
は
、
封
建
体
制
下
の
葬
式
仏
教
と
檀
家
制
度
の
根
源
と
み
な
さ
れ
て
、
研
究
が
忌
避

さ
れ
て
き
た
結
果
、
非
常
に
遅
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
近
世
の
仏
教
は
、
思
想
的
に
も

制
度
的
に
も
近
代
以
後
の
日
本
仏
教
の
土
台
で
あ
る
と
同
時
に
、
現
代
の
私
た
ち
の
宗

教
と
倫
理
の
基
礎
を
形
作
っ
た
思
想
の
一
つ
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
思
想
が
魅
力
的
に
展

開
し
て
い
た
近
世
思
想
史
の
中
で
、
仏
教
思
想
も
ま
た
豊
か
に
変
容
し
て
い
ま
し
た
。

戦
後
、
ほ
ぼ
儒
学
と
国
学
の
み
で
語
ら
れ
て
き
た
近
世

思
想
史
の
研
究
を
進
め
る
た
め
に
、
さ
ら
に
は
近
代
仏

教
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
近
世
の
仏
教
は
欠
か
す
こ

と
の
出
来
な
い
歴
史
的
位
置
に
あ
り
ま
す
。

そ
う
し
た
視
点
か
ら
、
二
〇
〇
八
年
に
博
士
論
文
を

も
と
に
し
て
『
近
世
仏
教
思
想
の
独
創
─
─
僧
侶
普
寂

の
思
想
と
実
践
』
（
ト
ラ
ン
ス
ビ
ュ
ー
社
）
を
出
版
し

ま
し
た
。
も
う
少
し
、
江
戸
仏
教
思
想
の
研
究
を
続
け

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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研
究
員
紹
介

田
中

公
明

私
が
東
方
研
究
会
の
研
究
員
と
な
っ
た
の
は
、
第
十
一

号
に
「
研
究
員
紹
介
」
に
一
文
を
寄
せ
ら
れ
た
石
川
巌
研

究
員
と
同
様
、
中
村
元
先
生
を
学
問
上
の
師
と
慕
わ
れ
る

チ
ベ
ッ
ト
学
の
権
威
、
山
口
瑞
鳳
先
生
の
ご
推
薦
に
よ
る

も
の
で
す
。
も
う
時
効
に
な
っ
た
（
？
）
の
で
話
し
ま
す

が
、
こ
れ
に
先
だ
っ
て
津
田
眞
一
先
生
が
東
方
学
院
で
サ

ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
献
を
講
じ
ら
れ
た
時
に
は
、
も
ぐ
り
の
学
生
と
し
て
聴
講
し
て
い
ま
し

た
。
山
口
先
生
と
津
田
先
生
は
、
学
問
的
に
は
ま
さ
に
正
反
対
の
学
風
と
い
え
ま
す
が
、

こ
の
両
先
生
が
、
と
も
に
中
村
先
生
を
尊
敬
し
、
東
方
学
院
で
講
筵
を
張
ら
れ
た
の
は
、

中
村
先
生
の
度
量
の
広
さ
を
物
語
る
も
の
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
私
の
研
究
の
基

盤
を
な
す
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
写
本
と
チ
ベ
ッ
ト
語
文
献
の
研
究
は
、
こ
の
両
先
生
と
の
出

会
い
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
本
に
お
け
る
イ
ン
ド
・
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
研
究
は
、
い
ま
危
機
的
な
状
況
に
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
イ
ン
ド
・
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
研
究
を
担
っ
て
い
た
大
学
は
、
国
公
立
は
独

立
行
政
法
人
化
、
私
立
は
若
年
人
口
の
減
少
に
伴
う
定
員
割
れ
の
危
機
に
直
面
し
て
お

り
、
不
要
不
急
の
講
座
を
統
合
・
廃
止
す
る
動
き
が
加
速
し
て
い
ま
す
。
従
来
仏
教
系
大

学
な
ど
に
存
在
し
て
い
た
古
典
チ
ベ
ッ
ト
語
や
イ
ン
ド
・
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
ポ
ス
ト
も
、

教
員
の
停
年
退
職
に
伴
っ
て
廃
止
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
こ
の
ま
ま
で
は
関
西
の
大
手
仏

教
系
大
学
を
除
い
て
は
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
専
門
家
が
い
な
く
な
る
と
い
う
事
態
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
近
年
、
ア
ジ
ア
研
究
の
全
般
的
退
潮
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
チ
ベ
ッ
ト
学
の
講
座

が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
新
設
さ
れ
て
い
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
北
米
の
情
勢
に
、
完
全
に
逆
行
す
る
も

の
と
い
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

幸
い
な
こ
と
に
、
私
が
専
攻
す
る
イ
ン
ド
密
教
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
、
そ
し
て
曼
荼
羅
を

中
心
と
す
る
チ
ベ
ッ
ト
・
ネ
パ
ー
ル
仏
教
美
術
は
、
大
学
や
国
公
立
の
研
究
機
関
の
ポ
ス

ト
に
関
し
て
は
最
も
不
遇
で
す
が
、
社
会
的
関
心
は
高
い
の
で
、
著
述
・
講
演
や
、
博
物

館
・
展
覧
会
・
Ｔ
Ｖ
ビ
デ
オ
番
組
等
の
学
術
監
修
な
ど
で
、
何
と
か
研
究
生
活
を
維
持
し

て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
た
が
っ
て
私
の
存
在
は
、
日
本
の
大
学
に
お
い
て
欠
落
し

て
い
る
分
野
を
補
う
と
と
も
に
、
急
速
に
研
究
環
境
が
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
欧
米
に
伍
し

て
一
定
の
水
準
を
維
持
し
て
ゆ
く
た
め
に
も
必
要
で
あ
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

私
が
、
中
村
先
生
の
謦
咳
に
接
し
た
の
は
、
東
京
大
学
を
退
官
し
、
東
方
研
究
会
を
旗

揚
げ
さ
れ
て
か
ら
の
、
晩
年
の
一
時
期
だ
け
で
し
た
。
し
か
し
今
に
な
っ
て
思
う
と
、
中

村
先
生
は
、
す
で
に
大
学
に
お
け
る
イ
ン
ド
学
仏
教
学
の
衰
退
を
予
見
さ
れ
、
大
学
に

お
け
る
基
礎
研
究
の
不
備
を
補
完
す
る
た
め
に
東
方
研
究
会
を
創
立
さ
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。
私
も
既
に
齢
五
十
を
越
え
、
生
前
の
中
村
先
生
を
知
る
最
後

の
世
代
の
一
人
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
中
村
先
生
を
知
ら
な
い
若
手
の
研
究
員

に
、
先
生
が
折
節
に
述
べ
ら
れ
た
言
葉
を
伝
え
て
ゆ
く
こ
と
も
、
私
の
責
務
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
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二
〇
〇
九
年
度

東
方
学
院
の
ご
案
内

来
た
る
四
月
よ
り
東
方
学
院
の
新
年
度
が
始
ま
り

ま
す
。
二
〇
〇
九
年
度
か
ら
は
左
記
の
各
講
座
が
新
た

に
開
講
さ
れ
ま
す
。
各
種
講
座
の
詳
細
や
お
申
込
方
法

な
ど
は
『
手
引
き
』
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確

認
下
さ
い
。
な
お
、
二
〇
〇
八
年
度
よ
り
、
受
講
料
の

払
込
手
数
料
を
払
込
者
負
担
に
変
更
さ
せ
て
頂
い
て
お

り
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
払
込
用
紙
が
従
来
の
赤
色
の

も
の
か
ら
青
色
の
用
紙
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
の
で
、

お
申
込
の
際
は
ご
注
意
願
い
ま
す
。
ま
た
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
で

の
処
理
を
お
す
す
め
い
た
し
ま
す
。

《
関
西
地
区
教
室
》

・
「
臨
床
人
間
学
入
門
」

【
火
曜
・
初
級
】
西
岡

秀
爾

講
師

・
「
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
初
級
」

【
木
曜
・
初
級
】
北
田

信

講
師

・
「
律
文
献
の
講
読
」

【
木
曜
・
初
級
】
龍
口

明
生

講
師

・
「
パ
ー
リ
語
入
門
」

【
金
曜
・
初
級
】
勝
本

華
蓮

講
師

・
「
パ
ー
リ
語
講
読
」

【
金
曜
・
中
級
】
勝
本

華
蓮

講
師

・
「
禅
文
献
を
読
む
」

【
土
曜
（
第
一
・
第
三
）

・
初
級
】

沖
本

克
己

講
師

・
「
古
典
イ
ン
ド
の
世
界
観

」
《
集
中
講
義
》

【
六
月
下
旬
、
十
一
月
中
旬
、
二
月
下
旬

・
中
級
】

佐
藤

宏
宗

講
師

鰻
供
養

東
京
は
下
町
の
あ
る
仏
教
会
で
の
話
。
会
議
終
了
後
の
食
事
を

信
者
さ
ん
の
料
理
店
主
が
ご
馳
走
し
て
下
さ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

出
て
き
た
の
が
活
き
作
り
だ
っ
た
。
大
き
な
伊
勢
エ
ビ
は
刺
身

に
さ
れ
な
が
ら
角
を
グ
ル
リ
グ
ル
リ
と
ま
わ
し
て
い
る
し
、
鯛
は

し
っ
ぽ
を
ピ
ク
ン
ピ
ク
ン
と
跳
ね
上
げ
て
い
た
。

お
坊
さ
ん
方
は
皆
法
服
で
あ
る
。
さ
す
が
に
ギ
ョ
ッ
と
し
た
雰

囲
気
は
隠
せ
な
か
っ
た
が
、
誰
と
も
な
く
音
頭
を
と
る
人
が
い

て
、
般
若
心
経
を
み
ん
な
で
朗
々
と
読
誦
し
、
美
味
し
く
い
た
だ

い
た
。

活
き
魚
料
理
の
是
非
は
今
別
と
し
て
、
き
わ
め
て
日
本
的
な
、

そ
し
て
仏
教
的
な
風
景
で
あ
り
、
発
想
で
あ
る
。

私
た
ち
に
は
動
物
の
生
命
、
植
物
や
も
の
の
イ
ノ
チ
を
奪
わ
な

け
れ
ば
生
き
て
い
け
な
い
と
い
う
、
人
間
と
し
て
の
悲
し
い
業
の

よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
菜
食
主
義
に
す
れ
ば
片
が
つ
く
、
と
い
う

問
題
で
は
な
い
。ど

う
し
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
問
題
に
対
し
て
日
本
人
が
出
し
て
き
た
一
つ

の
答
え
が
鰻
供
養
で
あ
る
。
さ
ん
ざ
ん
鰻
を
食
べ
て

か
ら
、
霊
あ
ら
ば
安
か
れ
、
と
法
要
を
行
い
、
懺
悔

と
感
謝
の
意
を
表
す
る
。
外
国
人
の
目
に
は
こ
れ
は

ナ
ン
セ
ン
ス
と
映
る
。
美
味
し
け
れ
ば
食
べ
れ
ば
い

い
。
後
で
謝
る
く
ら
い
な
ら
食
べ
る
な
、
と
言
う
の

だ
が
、
こ
れ
は
文
化
の
違
い
で
あ
る
。

日
本
に
は
、
（
そ
し
て
東
洋
に
も
）
人
間
は
動
植

物
、
自
然
を
恣
意
的
に
自
由
に
し
て
い
い
、
と
い
う

西
欧
的
な
発
想
は
な
い
。
す
べ
て
は
平
等
の
イ
ノ
チ

を
持
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
生
き
る
た
め
に
他
者
の
イ
ノ
チ

を
奪
う
と
き
に
は
、
懺
悔
と
感
謝
の
意
を
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。殺

生
は
す
る
が
、
忸
怩
た
る
思
い
を
か
み
し
め
て
い
る
の
で
あ

る
。鰻

供
養
の
ほ
か
に
も
、
鮒
、
鯛
、
鯨
な
ど
の
供
養
が
あ
り
、
さ

ら
に
人
間
が
そ
の
イ
ノ
チ
を
す
り
へ
ら
さ
せ
た
針
、
筆
、
算
盤
、

農
具
な
ど
の
供
養
も
行
わ
れ
て
い
る
。
仏
教
的
な
「
イ
ノ
チ
」
を

尊
重
す
る
一
つ
の
形
だ
と
言
っ
て
い
い
。

般
若
心
経
を
読
ん
で
、
活
き
作
り
を
食
べ
た
、
と
い
う
行
為
の

背
後
に
は
、
こ
う
し
た
長
い
宗
教
文
化
の
伝
承
が
あ
る
。

お
経
さ
え
読
め
ば
何
を
し
て
も
い
い
、
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
。
お
経
を
読
ま
ざ
る
を
得
な
い
心
情
と
世
界
観
を
自
覚
し
、
殺

生
の
意
味
を
深
く
さ
ぐ
っ
て
い
く
生
き
方
が
要
請
さ
れ
て
い
よ

う
。

（
奈
良
康
明
）

脚下照顧

当
財
団
で
は
、
平
成
十
九
年
度
よ
り
、
更
な
る
研
究
活
動
の
進
展
と
研

究
員
相
互
の
交
流
を
目
的
と
し
て
新
た
に
研
究
部
会
を
設
置
致
し
ま
し

た
。
全
て
の
研
究
員
が
い
ず
れ
か
の
部
会
に
所
属
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野

で
研
究
に
努
め
て
い
ま
す
。
今
後
、
各
研
究
部
会
の
活
動
報
告
な
ら
び
に

紹
介
を
随
時
行
っ
て
い
き
ま
す
。
今
号
で
は
「
写
本
研
究
部
会
」
の
概
要

お
よ
び
活
動
状
況
の
紹
介
を
い
た
し
ま
す
。

〈
写
本
研
究
部
会
〉

主
任
・
田
中
公
明

研
究
員

写
本
研
究
部
会
は
、
仏
教
研
究
の
基
礎
と
な
る
仏
典
の
写
本
研
究
を
目

的
と
し
て
い
る
。
平
成
二
十
一
年
一
月
六
日
、
写
本
研
究
部
会
で
は
、
早

稲
田
大
学
の
招
聘
で
来
日
さ
れ
た
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
ア
レ
ク
シ

ス
・
サ
ン
ダ
ー
ソ
ン
教
授
を
迎
え
、
本
年
第
一
回
の
研
究
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

今
回
は
年
始
の
繁
忙
期
に
当
た
り
、
多
数
の
研
究
員
の
参
加
が
見
込
め

な
い
た
め
、
田
中
・
林
両
名
の
講
座
を
聴
講
し
て
い
る
研
究
会
員
の
方
々

に
も
声
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

出
席
者
は
、
田
中
公
明
、
林
慶
仁
、
柴
崎
麻
穂
の
三
名
の
研
究
員
に
加

え
、
研
究
会
員
四
名
の
合
計
七
名
が
出
席
し
、
司
会
は
田
中
が
務
め
ま
し

た
。
な
お
司
会
に
当
た
っ
て
は
、
柴
崎
麻
穂
研
究
員
の
夫
君
ジ
ョ
ナ
サ

ン
・
ル
イ
ス
教
授
に
ス
ク
リ
プ
ト
の
英
文
を
点
検
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ア
レ
ク
シ
ス
・
サ
ン
ダ
ー
ソ
ン
教
授
に
は
、T

ra
n
sfo

rm
a
tio

n
o
f

B
u
d
d
h
ism

u
n
d
e
r
S
h
a
iv
a
in
flu

e
n
ce

d
u
rin

g
th

e
P
a
la

d
y
n
a
sty

と

題
し
、
パ
ー
ラ
朝
時
代
の
仏
教
と
く
に
密
教
に
対
す
る
シ
ヴ
ァ
派
の
影
響

に
つ
い
て
、
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
は
研
究
会
員
を
勉
強
会
に
招
待

し
た
の
で
、
先
生
に
は
講
演
の
区
切
り

ご
と
に
中
断
し
て
い
た
だ
き
、
田
中
が

要
点
を
日
本
語
で
説
明
し
ま
し
た
。

な
お
研
究
会
員
の
中
に
は
、
英
語
の

講
演
中
に
熱
心
に
ノ
ー
ト
を
と
り
、
講

演
後
の
質
疑
に
も
加
わ
ら
れ
る
な
ど
、

英
語
に
達
者
な
方
も
お
ら
れ
、
本
学
院

の
研
究
会
員
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
改
め

て
認
識
い
た
し
ま
し
た
。

研
究
活
動
報
告

―

研
究
部
会
紹
介

―



鉄
道
各
線
の
最
寄
駅
（
徒
歩
十
分
以
内
）

Ｊ
Ｒ
東
日
本

中
央
線
／
総
武
線

御
茶
ノ
水
駅
［
聖
橋
口
］

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

秋
葉
原
駅
［
Ａ
３
出
口
］

東
京
メ
ト
ロ

銀
座
線

末
広
町
駅
［
３
番
出
口
］

千
代
田
線

新
御
茶
ノ
水
駅
［
Ｂ
２
出
口
］

丸
の
内
線

御
茶
ノ
水
駅
［
郵
便
局
口
］

当
財
団
本
部
及
び
東
方
学
院
東
京
本
校
の
あ
る
ビ

ル
は
神
田
明
神
通
り
と
神
田
神
社
の
正
面
参
道
に
面

し
て
お
り
ま
す
（
大
鳥
居
東
隣
）
。

＊

駐
車
場
・
駐
輪
場
の
ご
用
意
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

『
東
方
』
第
二
十
四
号

刊
行

三
月
三
十
一
日
、
当
財
団
の
機
関
誌
『
東
方
』
の
最
新
号
が
刊
行
さ
れ
ま
す
。
今
号
に

は
論
考
六
篇
・
報
告
二
篇
の
ほ
か
、
鎌
倉
夏
期
宗
教
講
座
の
講
演
録
及
び
中
村
元
博
士
東

方
学
院
講
義
録
（
『
大
唐
西
域
記
』
を
読
む
）
、
「
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
（
小
泉
八

雲
）
著
『
涅
槃
』
Ⅰ
～
Ⅱ

─

邦
訳
と
註
記

─
」
な
ど
各
種
連
載
記
事
を
掲
載
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

な
お
、
本
誌
は
会
員
（
研
究
会
員
を
除
く
）
の
皆
様
に
お
送

り
し
て
い
る
ほ
か
、
各
種
研
究
機
関
・
図
書
館
等
に
も
納
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
頒
布
可
能
な
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
も
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
詳
細
は
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

交
通
の
ご
案
内
（
東
京
本
部
）

【
主
な
執
筆
者
】

・
前
田

專
學

（
東
方
学
院
長
）

・
下
田

正
弘

（
東
京
大
学
教
授
）

・
薗
田

稔

（
京
都
大
学
名
誉
教
授
）

・
定
方

晟

（
東
海
大
学
名
誉
教
授
）

・
茨
田

通
俊

（
東
方
研
究
会
研
究
員
）

・
佐
々
木

一
憲

（
東
方
研
究
会
研
究
員
）

・
入
井

善
樹

（
光
教
寺
住
職
）

・
佐
久
間

留
理
子

（
東
方
研
究
会
研
究
員
）

・
水
越

正
彦

（
東
方
学
院
研
究
会
員
）

（
敬
称
略
）
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財
団
法
人
東
方
研
究
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

会
員
募
集
の
お
知
ら
せ

当
財
団
で
は
各
種
会
員
制
度
を
設
け
、
随
時
募
集
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
に
は
、
機
関
誌
『
東
方
』
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
情
報
の
提
供
が
受
け

ら
れ
る
普
通
会
員
と
、
当
財
団
へ
の
支
援
を
主
な
目
的
と
す
る
賛
助
会
員
、

な
ら
び
に
維
持
会
員
が
ご
ざ
い
ま
す
。

◇

普
通
会
員

◇

普
通
会
員
の
皆
様
に
は
、
毎
年
一
回
発
行
さ
れ
る
機
関
誌
『
東
方
』
の

他
、
当
財
団
主
催
の
各
種
行
事
お
よ
び
会
合
等
に
関
す
る
ご
案
内
を
お
送
り

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

年
会
費

七
千
円

◇

賛
助
会
員

◇

◇

維
持
会
員

◇

当
財
団
で
は
賛
助
会
員
な
ら
び
に
維
持
会
員
を
募
集
い
た
し
て
お
り
ま

す
。
当
財
団
の
趣
旨
に
ご
賛
同
頂
け
る
皆
様
か
ら
の
ご
協
力
を
お
待
ち
い
た

し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
募
金
の
趣
旨
を
ご
理
解
の
上
、
で
き
う
る
か
ぎ
り

複
数
口
の
お
申
し
込
み
を
賜
り
た
く
存
じ
ま
す
。

賛
助
会
費

一
口

一
万
円

維
持
会
員

一
口

五
万
円

＊

詳
細
は
財
団
法
人
東
方
研
究
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

東
方
だ
よ
り

第
十
三
号
（
平
成
二
十
一
年
二
月
一
日
）

編
集
／
発
行

財
団
法
人
東
方
研
究
会 外 観

(延寿御茶ノ水ビル 4階）

「
東
方
だ
よ
り
」
編
集
部
よ
り

編
集
部
で
は
読
者
の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
・

ご
要
望
・
ご
寄
稿
を
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り

ま
す
。
詳
細
は
当
財
団
事
務
局
「
東
方
だ
よ

り
」
編
集
部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
な

お
、
ご
連
絡
は
手
紙
（
宛
名
面
に
「
東
方
だ
よ

り
編
集
部
宛
」
と
ご
記
入
願
い
ま
す
）
に
て
承

り
ま
す
。

新
春
研
究
発
表
会

三
月
開
催

毎
年
恒
例
の
当
会
主
催
の
新
春
会
が
、
昨
年
か
ら
は
名
称

を
改
め
「
新
春
研
究
発
表
会
」
と
し
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
各
種
会
員
の
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
申
し

上
げ
て
お
り
ま
す
。

【
開
催
概
要
】

日
時

平
成
二
十
一
年
三
月
十
六
日
（
月
）
午
後
四
時
開
場

会
場

東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

東
京
都
文
京
区
湯
島
一
ー
七
ー
五

電
話

〇
三
ー
三
八
一
三
ー
六
二
一
一

一
、
講
演
の
部
（
午
後
四
時
半
～
六
時
）
於
「
高
千
穂
」(

二
階
）

講
師

目
片

祥
子

氏
（
大
谷
大
学
大
学
院
）

講
師

佐
藤

良
純

氏
（
大
正
大
学
名
誉
教
授
）

二
、
懇
親
会
の
部
（
午
後
六
時
～
）
於
「
高
千
穂
」(

二
階
）

＊

各
種
会
員
に
は
お
知
ら
せ
が
届
き
ま
す
。

詳
細
は
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

東
方
学
院
で
は
、
各
種
講
座
の
内
容
・
受
講
料
・
お
申
し
込
み

方
法
な
ど
を
記
載
し
た

『
二
〇
〇
九

東
方
学
院
の
手
引
き
』
を

配
布
い
た
し
て
お
り
ま
す
（
無
料
）
。
事
務
局
に
お
越
し
頂
け
れ

ば
直
接
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。

郵
送
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
「
手
引
き
希
望
」
と
表
記
し
た
封

筒
に
入
手
を
希
望
さ
れ
る
方
の
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
を
記
し
た
紙
を
同
封
の
上
、
東
方
学
院
事
務
局
宛
に
お
送
り

下
さ
い
。
本
年
か
ら
送
料
も
学
院
負
担
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
無

料
で
『
手
引
き
』
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
複
数
部
を
お
求
め
の
方
は
別
途
お
問
い
合
わ
せ
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。


